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一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
と
し
て
は
、
職
員
が
在
職
中
に
培
っ
た
経
験
や
能
力
に
対
す
る
企
業
、
団
体
等
の
要

請
に
応
え
る
等
の
観
点
か
ら
、
必
要
に
応
じ
、
企
業
、
団
体
等
に
対
し
て
、
当
該
職
員
の
経
歴
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。

二
に
つ
い
て

全
国
健
康
保
険
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
は
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律

第
八
十
三
号
）
附
則
第
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
年
十
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
家
公
務
員
の
退
職
後
に
お
け
る
再
就
職
の
状
況
は
、
公
務
を
離
れ
た
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
一
般
に
政
府
が
把

握
す
る
立
場
に
な
い
が
、
お
尋
ね
の
「
全
国
の
社
会
保
険
協
会
へ
の
天
下
り
の
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
三
月
十
八
日
に

衆
議
院
内
閣
委
員
長
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
「
国
家
公
務
員
の
再
就
職
状
況
に
関
す
る
予
備
的
調
査
（
平
岡
秀
夫
君
外
百
十

二
名
提
出
、
平
成
十
九
年
衆
予
調
第
二
号
）
に
つ
い
て
の
報
告
書
」
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
の
財
団
法
人
社
会
保
険
協
会

に
お
け
る
国
家
公
務
員
の
再
就
職
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

一



ま
た
、
各
都
道
府
県
の
財
団
法
人
社
会
保
険
協
会
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
に
お
い
て
個
々
に

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
を
過
去
に
受
け
た
者
に
つ
い
て
の
採
用
の
取

扱
い
が
協
会
と
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
と
で
異
な
る
の
は
、
協
会
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

任
命
し
た
被
保
険
者
、
事
業
主
、
学
識
経
験
者
等
の
設
立
委
員
が
昨
年
十
月
二
十
五
日
に
定
め
た
職
員
の
採
用
の
基
準
に
従

い
職
員
の
採
用
が
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
機
構
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
三
十
日
に
「
年
金
業
務
・
組
織
再
生
会
議
」
に
お

い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
日
本
年
金
機
構
の
当
面
の
業
務
運
営
に
関
す
る
基
本
的
方
針
に
つ
い
て
（
最
終
整
理
）
」
や
そ

の
後
の
様
々
な
御
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
年
七
月
二
十
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
日
本
年
金
機
構
の
当
面
の
業
務
運
営

に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
に
つ
い
て

の
検
討
の
経
緯
等
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
機
構
に
つ
い
て
は
、
当
該
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
今
後
、
厚
生
労
働
大

臣
が
任
命
す
る
設
立
委
員
が
定
め
る
職
員
の
採
用
の
基
準
に
従
い
職
員
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

二


